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平成２６年（行ウ）第８号ほか 

原告  原告１－１ほか 

被告  国ほか 

証人申請に関する上申書 

２０１９年 ７月 ９日 

福島地方裁判所民事部 御中          

                 

              原告ら訴訟代理人 弁護士  柳  原  敏  夫  

 

 ２０１９年６月２８日付証人申請書のうち、６ 山下俊一、７ 鈴木眞一両名の立

証の趣旨を別紙（２頁）の通り変更する（それぞれ２点追加した）。 

また、上記両名の尋問事項は別紙（３～４頁）の通りである。 

以 上 
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６ 山下俊一 

 

  立証趣旨 

(1)、２０１１年３月１８日に、長崎市から福島県に出向いた趣旨、目的。  

(2)、同日、福島県立医科大学教職員を対象に行った講話の目的・内容。 

(3)、３月１９日、佐藤雄平県知事との面会の目的・趣旨。 

(4)、同日、県放射線健康リスク管理アドバイザー就任直後の記者会見の目的・趣旨。 

(5)、３月２０日、いわき市で行った「原発事故の放射線健康リスク」と題する講演

会の目的・趣旨。 

(6)、３月２１日、福島市で行った「放射線と私たちの健康との関係」と題する講演

会の目的・趣旨。 

(7)、県放射線健康リスク管理アドバイザーとして、福島県内で行ったその他の講演

会の目的・趣旨。 

(8)、福島県民健康調査の甲状腺検査を準備した当時の甲状腺検査の目的、甲状腺検

査のスキームの考え方。 

(9)、甲状腺検査の先行検査について、開始時の見通し及び終了時の評価 

 

７ 鈴木眞一 

  

  立証趣旨 

(1)、現状において福島県で子どもたちが生活することの危険性。  

(2)、福島県民健康調査の甲状腺検査でカウントされていない福島県の子どもたちの

甲状腺がんの症例数について。 

(3)．証人を研究責任者として、２０１３年１２月頃からスタートした小児甲状腺が

ん患者の症例データベース構築及び同がん患者の手術サンプル等を保管・管理する

「組織バンク」整備の２つの研究プロジェクトで判明した甲状腺がんの症例数につい

て。 

(4)、福島県民健康調査の甲状腺検査で実施された甲状腺がん手術が、手術の妥当性

に関するガイドラインを満たしていたこと。 

(5)、上記(4)の手術のあと、再発、転移したケースの実情について 

(6)、福島県民健康調査の甲状腺検査の医療情報の取り扱いについて 
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尋問事項 

証人 山下俊一 

 

１ 証人の経歴、専門 

２ ２０１１年３月１８日に、証人が長崎市から福島県に出向くことになった理由は

何ですか。何が主な目的でしたか。 

３ 同日に、福島県立医科大学教職員を対象に講話を行った目的は何ですか。そのた

めにどんな内容の話をされたのですか。 

４ ３月１９日、佐藤雄平県知事と面会した目的は何ですか。どんな内容の話をされ

たのですか。 

５ 同日、県放射線健康リスク管理アドバイザー就任直後に記者会見を開いた目的は

何ですか。どんな内容の話をされたのですか。 

６ ３月２０日、いわき市で「原発事故の放射線健康リスク」と題する講演会を行っ

た目的は何ですか。いかなる趣旨で、どんな内容の話をされたのですか。 

７ ３月２１日、福島市で「放射線と私たちの健康との関係」と題する講演会を行っ

た目的は何ですか。いかなる趣旨で、どんな内容の話をされたのですか。 

８ それ以外に、県放射線健康リスク管理アドバイザーとして、福島県内で講演会な

どを行った目的は何ですか。いかなる趣旨で、どんな内容の話をされたのですか。 

９ 福島県民健康調査の甲状腺検査を準備した当時、甲状腺検査の目的は何ですか。

甲状腺検査のスキームの考え方はどんなものでしたか。 

１０ 甲状腺検査の先行検査の開始当時、検査に対してどんな見通しを持っていまし

たか。先行検査の終了時点では、検査に対する評価はどうでしたか。 

１１ 鈴木眞一氏を研究責任者として、２０１３年１２月頃からスタートした小児甲

状腺がん患者の症例データベース構築及び同がん患者の手術サンプル等を保管・管理

する「組織バンク」整備の２つの研究プロジェクトの中で判明した事実について。 

１２ その他、関連する事項 

以 上 
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尋問事項 

証人 鈴木眞一 

 

１ 証人の経歴、専門 

２ 「福島県民健康調査の甲状腺検査」（以下、甲状腺検査という）にどんな立場で

関わることになったのですか。 

３ 甲状腺のエコー検査は何をモデルにしましたか。 

４ 甲状腺検査の先行検査の開始当時、検査に対してどんな見通しを持っていました

か。先行検査の終了時点では、検査に対する評価はどうでしたか。 

５ 甲状腺検査でカウントされていない福島県の子どもたちの甲状腺がんの症例数に

ついて知っていること。 

６ 証人を研究責任者として、２０１３年１２月頃からスタートした小児甲状腺がん

患者の症例データベース構築及び同がん患者の手術サンプル等を保管・管理する「組

織バンク」整備の２つの研究プロジェクトで判明した事実及び甲状腺がんの症例数に

ついて 

７ 甲状腺検査で実施された甲状腺がん手術は、手術の妥当性に関するガイドライン

を満たしていましたか。 

８ 「治療の必要のない無害ながん」の手術を行ったという批判に対してどう考えて

いますか。 

９ 甲状腺検査で実施された甲状腺がん手術のあと、再発したケースについて 

１０ 甲状腺検査で実施された甲状腺がん手術のあと、肺転移したケースについて。 

１１ 甲状腺検査の医療情報はどのように扱われているのですか。 

１２ その他、関連する事項 

以 上 

 

 


